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民全体のためのすばらしい喜びの知らせ（ルカ2:8-20）  
今日は、特別にいやしの集中キャンプの講師として来られた、現在、ソウルの切り株教会、英語で言いますとレムナント教会です。名前が一緒です。その教会の担任牧師であり、本部のレムナント総局の幼児、幼稚宣教局局長でもあるキム・ドンオ先生にメッセージをしていただきますので、皆さん、神様からの契約のメッセージを握っていただきたいと願います。
こんにちは。私は韓国のレムナント教会、キム・ドンオ牧師です。お会いできてうれしいです。集中いやしのキャンプの契約を握ってレムナント教会に来ました。私は、韓国にあるレムナント教会です。皆さんは、日本にいらっしゃるレムナント教会です。We are the Remnant.アーメン。
韓国の方は、表は強く見えるのですが、中はすごく優しいです。日本のレムナント教会の皆さんは、表は優しいのですが、中身は強いものがあります。韓国と日本がワンネスになれば世界福音化ができると思います。韓国はこれがあっていると言ったら、一か八かやって見ます。ですから、なにか空いている弱点が多いです。しかし、日本は、深さ、広さ、高さがあり、とても慎重です。慎重すぎて終わってしまう場合があります。合っているならば挑戦してください。一部の礼拝をささげながらすごく恵みを受けました。張寅相先生の深さ、広さは、本当にすごいです。先生はすごく日本のスタイルなので、日本人より日本人らしく見えます。イメージだけそうかなと思ったら、今日のメッセージの福音の深さ、広さ、高さにすごく衝撃を受けました。それでメッセージが全部整理されました。私が集中いやしのキャンプの時、神様の前で「神様、私の人生は何でこうですか」と言った話をしました。このとき、イエス様も一緒に泣いたのでしょうか。たくさん自分のことが点検できました。そのとき私は完全に暗やみの権威に覆われていました。それを見てイエス様は残念と思ったでしょうね。私の存在を残念に思ったのではなく、私が暗やみに覆われて縛られてだまされている姿に残念さを覚えたでしょう。イエス様は、世が終わるまで、あなたたちといつもともにおられると言いました。ともにいます。私は自分とともに、また自分の側にいたはずなのに涙を流しながら「神様、私の人生はいったいなぜこうなのですか」と言っていたのです。イエス様が私の目の前に、私の側にいたのに、それを逃したことがイエス様の、神様の涙であることが分かりました。イエスはキリストと頭では分かります。しかし、実際の問題と環境にだまされて忘れていることが、イエス様の涙であることが分かりました。

私たちがこれからやることは先制攻撃です。どんな問題と事件の前でもイエスがキリストであることを宣言してください。皆さん、この一週間、「イエス様の涙」という題名だけを覚えても、問題の前で暗やみが打ち砕かれます。私もイエス様の涙がこんなに深さ、広さがあるのかと、今日悟りました。ちょっと恥ずかしいです。本当にキリストなのだなということをもう一度確認しました。どのような悲しみ、涙、怒りがあっても、「いま私は何で悲しんでいるの？」ということを質問しなさい。それをフォーラムしなさいと言われました。一緒に一週間、質問しましょう。一緒にフォーラムしましょう。私たちは、みことばの実践チームです。みことばの実現のチームです。何だけすればいいですか。講壇でやりなさいということだけやればいいのです。今回、何をやってはいけないと言いましたか。落胆したり、悲しんだりしないでくださいと言われました。落胆、失望はしなければいいのです。それから、何をすればいいですか。質問して、先制攻撃して、イエスがキリストと宣言すればいいです。私はミッションが天命だとか、すばらしい大きなものだと悟りました。その中で一週間の天命があります。その一週間の天命は何ですか。講壇のみことばです。私がいるところで。私が行くところで。今、このとき、イエス様の涙を宣言すればいいです。この間、勧士さんが、講壇のみことばをひとつも欠かさずに記録すると言いました。ああ、このように福音が宣言されるから、ひとつも欠かさずに全部書き写しをするのだなと悟りました。記録するしかありません。本当にみことばを聞いて、私はいろいろな部分でいやされました。皆さん、講壇のみことばを握るとき、詩篇119：165には、主のみことばを愛する者には、大きな平安があるとあります。彼らにはつまずくものがありますが、それは決してつまずくものにはなりません。悩み、思い煩い、多いですが、それと関係なく平安だと言いました。

レムナント教会の初めのメンバーであったパク・チョンス勧士さんがいらっしゃいました。昨日、夫と息子二人も韓国から日本に来るために出発しました。本当に喜んで他の勧士さんやすべての信徒さんたちに「祈ってください」と言っていました。カカオトークのグループに写真も載せたりしています。信徒たち皆が、「世界福音化する宣教師の家庭です」と祈りました。それで飛行機に乗って成田空港に着きました。入国審査のところで、目で睨みつけながら「日本に入ることができません」と言われ…いま帰りました。「神様、私は宣教しに来たのになぜですか」と質問しなさいと伝えてあげてください。私は、宣教のために来る問題、事件は、時代的な計画だと思います。勧士さんは、平安でしょうか。食事をちゃんとしましたか。本当はそういう方ではありません。本当に福音で立てられました。ですからイザヤ40：8には、草は枯れ、花はしぼむが、神のみことばはとこしえに立ちますとあります。すべての肉体は草です。また、すべての美しさは、草や花のようです。私たちは、草、花です。草も花も枯れます。ですけれども、神様のみことばはとこしえに立ちます。いま私が大切に思っていること、また、これでなければ私は死ぬと思うものがあるでしょう。私はこれでなければだめと思うものがあるのではないですか。すべて草です。しかし、草は枯れます。花もしぼみます。しかし、神様のみことばのみ永遠に立ちます。ですから、主日の日、このように重職者や家族が一緒に来られて礼拝することは本当に祝福です。私たちが土曜日、日曜日も一生懸命働いてお金をたくさん稼げばいいのですが、草や花は枯れてしぼみます。もちろん職業も重要です。お金、名誉も重要です。しかし、私たちは福音の中で新しく始めなければなりません。皆さん、職場でも勝利してください。
一つの祈りの課題を必ず握ってみてください。聖書には、カインとアベルいます。カインは、農業を一生懸命やりました。農業をして穀物で礼拝をささげました。アベルは、羊を飼う人でした。旧約の礼拝は、血のいけにえをささげることです。アベルは、自分の職業が羊を飼うことです。自分にあるものをもって礼拝をささげられる職業です。しかし、カインは、血とは関係ない農業の仕事をやっていたわけです。ですから、穀物を売って、羊を買って礼拝をささげなければいけないのに、自分にあるものでささげてしまったのです。私自身もそうだし次世代にも、礼拝をささげることができる職業ならばいいなと思います。そのように祈ればできます。草は枯れ、花はしぼむが、神のみことばは永遠に立つと言いました。
先ほど、張先生を通して貴重なみことばも受けました。ですから、信仰生活はそんなに難しいことではありません。日本の現場に来てイザヤ6：13のレムナント、切り株だなと思いました。すべてが切り倒されて、問題、事件があります。最後まで生き残る者。問題の中でキリストの契約を握るレムナントの家族をとても貴重に思います。うちの教会が本部の祈りの課題を通して、祈りの題目を握りました。日本の1％のクリスチャン突破です。何か不思議ですね。日本は宗教の自由もあります。韓国より福音が先に入ったのに、0.3％だけしかクリスチャンがいない。それもカトリックや異端などいろいろな新興宗教を含んだ数が0.3％。この町を全部を歩いたのですが、教会は一つも見ていません。0.3％も多めに数えたものではないかと思われます。本当に1％に満たす伝道集会となれるようにという祈りの課題を握ってきました。柳先生は、張先生のことを本当に尊く大事に思っています。本当に牧会者、重職者、レムナントが一つになれば、1％は突破すると思います。そこでイエス様の涙が出るのではないでしょうか。本当に1％もないなんて。皆さん、涙をもって契約を握ってください。まずは1％を超えることです。日本が1％を超えると、５％、10％と増えていくことを信じます。皆さんは、イエス様のプライドです。皆さんの個人的なプライドが傷つくことは、少し我慢できます。日本の福音化のプライドは、張先生、また皆さんです。そこに私の責任はあまりありません。私は来て帰ればいいので。また、祈るだけでよいので。だれがその責任を取りますか。だれですか。私です。あなたではなくて、私です。牧師先生ではなくて、私。男の方々、私です。
整理します。キリストがすべての問題を解決されました。目には見えません。けれども、天の背景があります。ですから、イエス様の涙は、霊的な事実、霊的な祝福を使わないことに対してです。今日の本文、ルカ２：9を見ると、「主の使いが彼らのところに来て、主の栄光が回りを照らしたので」とあります。この日本に天の御座の祝福があります。天の御座は何ですか。イエス様は十字架で死なれ復活して、日本の福音化のためにとりなしの祈りをしております。皆さんが、奇跡の中の奇跡というのは、宗教生活をしないで福音を分かるものとして呼ばれたことです。私たちひとりひとりを神様がレムナント教会に立てたことを信じます。皆さんの教会を通して、この福音が宣べ伝えられることを天の御座で祈っておられます。そして、主の御使いを彼らのところに送りました。皆さんが、キリストの御名を呼ぶとき、講壇のみことばを握るとき、主の御使いが動員されます。「御使いよー」としたら悪霊が来ます。キリストを握るときに、御使いが送られてきます。皆さんは、この霊的な背景を活用してください。皆さんの家庭でも職場でも教会でも実際的にキリストの御使いを活用してください。天の御座の祝福は、暗やみの力が打ち砕かれることです。皆さんが宣言すると、死の権威、地獄の権威が打ち砕かれるようになります。私は、いつも柳先生が主の御使いが動員され、聖霊様が動員されとおっしゃるので、なるほど、そうかなと思いました。実際に、主の御使いがともにいます。皆さんがキリストを宣言しない、契約を握らない。しかし、皆さんにお仕えしている担当御使いがいます。続けて祈れば、その御使いは行ったり来たりとても忙しいです。その御使いは動いているからSラインになっています。それなのに全くキリストを宣言しない、契約も握らない、講壇のみことばを握らないと、体はどんどん太ってしまいます。翼がとても小さくなってしまいます。やっと一回祈ったので、飛んで行こうと思っても飛べません。皆さんの御使いはペンギンですか。目に見えない御使いを、皆さんは思う存分、活用してください。私たちの７つの身分の中に御使いが出ます。ついて言ってください。「この御使いを使いましょう」。皆さんの中にすごいお金、小切手があります。また、クレジットカードがあります。お腹がすいたら、それで買えばよいです。皆さんがすごいクレジットカードを持っているのに、それを使わないで「お腹すいた」と言っているのと同じことです。私は主の御使いがともにいることを信じます。特に、この日本には火の馬、火の馬車が準備されていることを信じます。
今日の題目は、「民全体のためのすばらしい喜びの知らせ」です。宣言されることを信じればよいです。なかなか信じられなければ、宣言だけすればいいです。ピリピ1：6、あなたがたのうちに良い働きを始められた方が、キリスト、イエスの日までともにいます。皆さんの中で良いこと、皆さんは救われましたね。キリスト、イエスの日まで成し遂げます。ですから、私はさまよったり、礼拝の時間に居眠りをしているレムナント達に言っています。私の中で良いことを始められた方が、キリスト、イエスの日まで成し遂げます。こう言うとちょっと長いですね。だから、「あなたはキリストの中で見てみて！必ずうまくいくから」と言います。みことばをそのまま宣言すると、子どもたちがちょっと嫌がるので、ひとつの文書で宣言しちゃいます。ピリピ1：9-10は、「真にすぐれたものを見分けることができるように」とあります。私は言います。「だまされるな」と。それで、2：13にも、あなたの中に願いをもって働いておられるのだと言います。レムナントひとりひとりに神様はすでに願いを置きました。ですから、私はレムナントに、「あなたは大事な人だよ」と宣言します。ピリピ4：13、私に力をくださる方によって、私はどんなこともできます。必ずあなたはできるようになります。どこの中にいるのであればですか。キリストの中にいるならばです。すべての民たちのために、すばらしい喜びの知らせは何ですか。このキリストの福音です。キリストが、預言者、祭司、王様としてすべての問題を解決しました。また、講壇から宣言されるみことばは、民のためにすばらしい喜びの知らせです。ルカ2：11、「ダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました」とあります。この福音はだれのためですか。あなたのため？私たちのため？合っていますが、私のためです。また、講壇のみことばは、レムナント教会のためのものですか。合っていますが、私のためです。正直に言えば、私がうまくいくためのものです。皆さんが霊的にうまくいくと、教会もうまくいきます。私たちは優先順位を全部間違っています。教会がうまくいって、自分はめちゃくちゃでうまくいっていない。自分が契約を逃したらかえって妨げになります。自分が握ってこそ教会が生きます。そういったら律法かもしれないですが、そのようにしたとしても神様は悟らせてくださいます。ついて言ってください。「私のために、あなたのために、キリストが来られ、講壇のみことばを宣言します」。このようになります。このようになるとき、いと高きところに、神様の栄光になります。この地で神様を喜ぶ人たちに平安があります。皆さんが、苦しみや悲しいこと、問題があったときに、キリストで先制攻撃するとき、神の前で質問するとき、神様には栄光を、私にはまことの平安となります。皆さんがキリストを握るとき、神様が最高に喜びます。私に何か答えがあるからではなくて、祝福が来ても、問題が来ても、私たちの道はキリストについていくことです。
私は、マリヤをあまり好きではありません。正直、マリヤはあまり罪がありません。ただ神の恵みを受けて、イエス様を身ごもって、ただ産んだだけなのに、周りの人達が聖なる母といってあがめてしまう。自分の使命を果たしただけなのに、みな「聖なる母」と拝んでしまう。マリヤが神様だと言った聖書がありますか。釈迦もそんな感じすね。霊的な問題が深刻だから修行したわけです。それで悟ったのが「よく分からない」でした。しかし、弟子たちが神のような扱いをしてしまう。いま地獄で制せられていて辛いのに、弟子たちがそうしているからもっと辛くなっているでしょう。けれども、このみことばを見ながら、私はマリヤが祝福されるしかない理由が分かりました。マリヤが神様のように扱われたということではなくて、礼拝の姿勢がです。ルカ1：38を見ますと、その前に御使いが現れて「あなたは聖霊によって宿るようになります」と言います。マリヤがよくやったのは、「ほんとうに、私は主のはしためです。どうぞ、あなたのおことばどおりこの身になりますように」と言ったことです。私はマリヤがよくやったのは、それだと思います。ですから、ルカ2：19に、御使いたちがこういうことを言いました。19節を一緒に読みましょうか。「しかしマリヤは、これらのことをすべて心に納めて、思いを巡らしていた」。皆さんは、礼拝を通してみことばが宣言されるとどこにおさめますか。それを心におさめて思いを巡らす。

また、ヤコブがよくやったのも一つあります。兄たちは、ヨセフの話を全部無視しました。父であるヤコブは、それを心に留めました。皆さんも今日このイエス・キリスト、今日の講壇のみことばを、一週間ずっと刻んで考えてください。マリヤは他のことは良く分からないけれど、この一つはよくやったなと思います。皆さん、他のことはできなくても、神様が宣言されているみことばが私になされます。アーメン！宣言されている契約はただ通り過ぎるのではなく、ただ書いて終わりではなくて、それを刻んで考えて告白してください。これをイエス様が一番喜ばれます。マルタは、とても熱心で一生懸命でした。しかし、いつもみことばを聞く時間には働いています。マリヤとマルタがワンネスになれば最高です。人間はすべてができるのであれば高慢になりますから、神様は必ず欠けるところを与えます。ですから、ひとりでは世界福音化はできません。自分がうまくできても高慢にならないでください。これだけやればいい！ではありません。私たちはお互いの長所を見て、神様の計画を見て、ワンネスになって進んで行くことです。私の長所が一つあるならば、私はあまり実力がありません。けれども、信徒やレムナントたちの長所を見ることができます。それを福音の中でいやされるように、その道の役割をします。なぜかと言えば、私に実力がないから、あそこを走ったり、ここを走ったりできません。やれば逆に作品にならないので。うまくできる人は、あまりにも多いです。私たちは、すべてのことを働かせて益となります。それぞれの役割があります。あの重職者は、あれが良くできるのに…と比べるのではありません。各自それぞれできる祝福があります。小林勧士さんは、通訳が良くできます。他はよく分かりません。「私も通訳したい。なぜ私にさせてくれないのか」と言いますか。一度やってみますか。皆それぞれの役割があります。見るに、こちらの勧士さんは、本当に和解をさせることがとても上手です。農業をやっていろいろな物を持って来てくださったり、皆それぞれです。こちらの勧士さんは、講壇のみことばの書き写しの達人であり、2014年に来たときにも勧士さんがフォーラムのチームでした。そのときも同じような話をした気がします。私は他はあまりできません。講壇とみことば。皆それぞれの長点があります。それを探すのがOnly、唯一性、再創造です。皆さんは、とても重要な世界福音化の主役です。
また、20節には、「羊飼いたちは、見聞きしたことが、全部御使いの話のとおりだったので、神をあがめ、賛美しながら帰っていた」とあります。皆さんは現場に行くと、宣言されたみことばが見えてきて確認ができます。皆さんが宣言されているみことばを一つの手に握って、行く所々、先制攻撃をしてください。皆さんが家に帰って夫婦げんかになった。何を思い出すべきですか。イエス様の涙。質問してください。その瞬間、暗やみが去っていきますから。サタンは私たちの感情を高めさせます。契約を超えて感情を高めさせます。皆さんが現場に行って、みことばが成就されることを確認してください。
（祈り）
神様。感謝をささげます。三郷レムナント教会で牧師先生、信徒、重職者が一緒に礼拝をささげることができて感謝をささげます。神様。ありがとうございます。民全体のためのすばらしい喜びの知らせを伝えさせてくださり感謝します。イエス様の涙の意味を深く刻み考えて、それを一週間思うことができますように。21世紀、この病んでいる時代、弱さ、病を通して、いやしの働き人の契約を握れますように。私の一番弱い、また、恥と思われるものが、キリストの中で世界福音化のために、一番用いられますように。三郷レムナント教会がワンネスになり、またすべての現場がワンネスになり、韓国と全世界の宣教師の方々がワンネスになり世界福音化ができますように。今週、火曜日、水曜日に伝道集会があります。みことばを伝える柳先生に5つの力、聖霊の満たしを一万倍お与えください。日本を生かす契約として、必ず約束として握るようにしてください。心に刻み考えて、そのみことばどおりに成就されることを信じます。張先生に、聖霊の満たし、聖霊の5つの力をお与えください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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